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によって記載する。雑誌名の略記は「医学中央雑誌」および Index Medicus に従う。引用⽂
献の記述形式は生物医学雑誌に関する統一規定Uniform Requirements for Manuscripts
Submitted to Biomedical Journals（いわゆるVancouverstyle）の最新版に準ずる。すなわ
ち著者が６名以下の場合は全員記載し、７名以上の場合には初めの６名を載せ、以下その
他とする。著者のイニシヤルの後ろにピリオドは不要。












における Burkholderia cepacia の消毒薬感受性．環境感染誌 2000 ; 15 (3) : 240‑46.
２　木村三生夫．感染症サーベイランス 1989. 前川喜平，今川栄一編，⼩児科の進歩
10，診断と治療社，東京，1990. P.254‑62.
３　Tsuji A, Kobayashi I, Oguri T, Inoue M, Yabuuchi E, Goto S, el al. An epidemio‑
logical Study of the susceptibility and frezuency of multi‑drug‑resistant strains of
Pseudomonas aeruginosa isolated at medical institutes nationwide in Japan. J Infect
Chemother 2005; 11:64‑70.
４　Dimmock NJ: Neutralization by immunoglobulin M. In: Dimmock NJ, ed.




図及び表は Microsoft Word及びExcel で作成し、原図を添付する。このとき、必ず⽂章とは
別ファイルとする。
図及び表は、⼤きさに応じて原稿の枚数に換算し、原稿枚数に含める。例えば、刷り上がりＡ
４版１ページは、原稿では２枚に相当するので、１ページ⼤の図及び表１枚は原稿２枚と換算す
る。
（投稿⼿続き）
第６条　原稿は、直接持参又は郵送とする。
２　原稿は12部提出し、そのうち２部は⽒名、所属及び謝辞等の執筆者が特定できる事項を除いて提出
する。
３　投稿論⽂の採用決定後に、本⽂、図及び表を保存したフロッピーディスク又はCD‑Rを提出する。
４　原稿は次の住所に宛てて提出する。郵送のときは「原稿在中」と朱書きし、簡易書留郵便とする。
〒0101493　秋⽥県秋⽥市上北⼿猿⽥字苗代沢17番地３
⽇本⾚⼗字秋⽥看護⼤学・⽇本⾚⼗字秋⽥短期⼤学紀要編集委員会
電話　0188294000　　FAX 0188293030
（投稿論⽂の採否）
第７条　投稿論⽂の採否は査読を経て紀要編集委員会が決定する。
２　査読委員による投稿論⽂の査読の結果、紀要編集委員会は執筆者に対し内容の加除、訂正及び原稿
の種類の変更を求めることができる。
３　倫理上問題があると紀要編集委員会が判断した原稿は受理しない。
４　投稿原稿は返却しない。
（校正）
第８条 校正は３回とし、再校までは執筆者による校正を原則とする。再校以後の⽂章の加筆及び訂正
を認めない。
（費用）
第９条　別刷の費用は、執筆者が負担する。
２　図及び表等その他印刷に特別な費用を必要とするときは、執筆者の負担とする。
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（著作権）
第10条　著作権は本学に帰属し、掲載後は本学の承諾なし他誌に掲載することを禁ずる。
２　執筆者は紀要編集委員会に対し、最終原稿提出時に⾃筆署名した著作権譲渡同意書を提出しなけれ
ばならない。
３　執筆者は原稿が電子情報開⽰されることを承諾しなければならない。
４　掲載論⽂が第三者の著作権を侵害する等の指摘がなされた場合、執筆者がその責任を負う。
（規程の改廃）
第11条　この規程の改廃は、紀要編集委員会が⾏う。
附　則
この規程は、平成21年４⽉１⽇から施⾏する。
附　則
この規程は、平成22年９⽉３⽇から施⾏する。
附　則
この規程は、平成23年９⽉２⽇から施⾏する。
